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自
衛
隊
に
お
け
る
装
備
強
化
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
四
か
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今
月
一
日
、
震
災
統
合
部
隊
を
解
散
し
た
も
の
の
、
自
衛

隊
は
現
在
も
な
お
四
万
人
を
超
す
態
勢
で
献
身
的
に
被
災
地
に
お
け
る
行
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
震
災
発
生
直
後
に

は
、
米
国
は
太
平
洋
艦
隊
ウ
ォ
ル
シ
ュ
司
令
官
が
指
揮
す
る
異
例
の
態
勢
で
ト
モ
ダ
チ
作
戦
を
展
開
し
た
。
こ
の
こ
と
は
国
内

外
に
、
日
本
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
米
軍
が
最
高
の
レ
ベ
ル
で
臨
む
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
に
冠
た
る
「
日
米
同

盟
」
の
固
い
絆
の
象
徴
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
震
災
直
後
か
ら
被
災
地
は
深
刻
な
燃
料
不
足
に
襲
わ
れ
、
救
助
活
動
に
当
た
る
自
衛
隊
車
輌
の
燃
料
も
侭
な
ら
な

い
状
況
の
下
、
海
自
の
大
型
輸
送
艦
の
配
備
が
遅
れ
る
な
ど
海
上
輸
送
力
の
脆
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

福
島
原
発
で
は
、
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ー
型
の
原
子
炉
・
マ
ー
ク
�
の
機
能
は
米
軍
だ
け
が
知
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
空
自
偵
察
航
空
隊
の
偵
察
機
Ｒ
Ｆ
�
Ｅ
を
出
動
さ
せ
た
も
の
の
、
偵
察
機
材
が
古
く
画

像
を
電
送
す
る
な
ど
の
情
報
が
遅
延
し
、
米
空
軍
の
無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
の
情
報
量
と
正
確
性
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
結
果
と
な
っ
た
。

沖
縄
・
南
西
諸
島
な
ど
島
嶼
部
で
の
有
事
を
想
定
し
た
場
合
に
、
自
衛
隊
の
海
上
輸
送
力
を
満
た
せ
る
の
か
、
ま
た
常
時
警

一



戒
監
視
が
可
能
な
の
か
、
装
備
に
お
い
て
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
現
政
府
に
よ
る
新
た
な
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
基
づ
く
中
期

防
衛
力
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
海
上
輸
送
力
の
強
化
、
無
人
偵
察
機
の
整
備
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
自
衛

隊
の
統
合
運
用
上
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
な
能
力
と
装
備
で
あ
り
、
防
衛
省
改
革
の
根
本
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
従
来
陸
・

海
・
空
毎
に
予
算
の
定
率
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
直
し
、
大
型
で
し
か
も
高
額
予
算
を
必
要
と
す
る
装
備
の
拡
充
を

図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
被
災
地
は
深
刻
な
燃
料
不
足
に
襲
わ
れ
、
救
助
活
動
に
当
た
る
自
衛
隊
車
輌
の
燃
料
も
侭
な
ら

な
い
状
況
の
下
、
海
自
の
大
型
輸
送
艦
の
配
備
が
遅
れ
る
な
ど
海
上
輸
送
力
の
脆
弱
さ
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
海
自
の
大
型
輸
送
艦
の
配
備
に
手
を
拱
い
て
い
る
際
、
民
間
フ
ェ
リ
ー
に
救
援
を
依
頼
し
た
が
、
「
危
険

物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
」
に
お
い
て
緊
急
時
の
例
外
規
定
が
な
く
、
揮
発
性
の
高
い
ガ
ソ
リ
ン
は
積
載
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
有
事
の
際
、
海
自
艦
は
も
と
よ
り
民
間
フ
ェ
リ
ー
に
も
協
力
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

二



え
る
が
、
今
後
輸
送
力
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

福
島
原
発
で
は
、
原
子
炉
・
マ
ー
ク
�
の
機
能
は
米
軍
だ
け
が
知
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
た
た
め

注
水
作
業
が
遅
れ
た
。
自
衛
隊
の
ヘ
リ
は
命
が
け
で
注
水
を
行
っ
た
が
、
今
後
自
衛
隊
に
対
し
て
、
原
子
力
災
害
を
克
服
し

う
る
情
報
と
装
備
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
空
自
偵
察
航
空
隊
の
偵
察
機
Ｒ
Ｆ
�
Ｅ
を
出
動
さ
せ
た
も
の
の
、
偵
察
機
材
が
古
く
画
像
を
電
送
す
る
な

ど
の
情
報
が
遅
延
し
、
米
空
軍
の
無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
の
情
報
量
と
正
確
性
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

現
政
府
に
よ
る
新
た
な
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
基
づ
く
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
海
上
輸
送
力
の
強
化
、

無
人
偵
察
機
の
整
備
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

一
〜
六
に
関
連
し
、
自
衛
隊
の
統
合
運
用
上
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
な
能
力
と
装
備
に
つ
い
て
、
防
衛
省
改
革
の
根
本
的

な
問
題
と
し
て
捉
え
、
従
来
陸
・
海
・
空
毎
に
予
算
の
定
率
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
直
し
、
大
型
で
し
か
も
高
額

予
算
を
必
要
と
す
る
装
備
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全
、
さ
ら
に
は
国
民
生
活
に
お
け
る
安
心
に
資
す

る
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三



右
質
問
す
る
。

四


